




廃油をリサイクル

ホールディングス傘下のレストラン業態の店舗では、毎日
多くの揚げ油を使用します。その使用済みの食用油を回収
し、工業用石鹸や家畜などの飼料、肥料の原料へとリサイ
クルする活動に取り組んでいます。2020年度は237店舗
で実施し、セントラルキッチンと合わせて約6.2万キログラ
ムの廃油がリサイクルされました。店舗の廃油

家畜の飼料

バイオディーゼル燃料
工場用石鹸

肥料

ドトールコーヒーショップでは創業時より陶器・グラスによる提供を行ってきました。
使い捨てのプラスチック容器を使用していないことによるCO2削減量は過去8年間の
年間平均で9,526トン、東京ドーム543個分にもなります。累計では76,208トン、東京
ドーム4,344個分に相当しています。

店内飲食の陶磁器・グラス提供

環境配慮資材への切り替え

地球温暖化や大気汚染によって地球上の森林が年々減少している現在、適切な森
林管理を行う森林業者や地域を支援し、世界全体の森林保全に貢献する「認証製
品」が注目されています。認証製品が消費者の手に届くまでには、最終製品になるま
での生産、加工、流通に関わるすべての組織が認証を受けなくてはなりません。
現在ドトールグループでは、認証紙の採用率を消費重量で80％以上にすることを
目標に取り組んでいます。特に消費量の多いおしぼり、紙ナプキン、紙袋から着手
し、従来プラスチック製だったテイクアウト用のマドラーやアイスドリンクカップ（一
部）も、認証紙製に切り替えています。他にテイクアウト用のカトラリーもバイオマス
プラスチック製に変更するなど、環境に配慮した消耗資材を採用しています。
またコンビニエンスストアやスーパーで販売しているチルドカップの一部
製品では、バイオマスストロー、バイオマスインキの使用、アルミ蓋薄肉
化の適用により、プラスチックやアルミごみ、CO2排出量削減に貢献して
います。チルド飲料はプラスチック容器が一般的ですが、一部製品で紙容器を採用。紙を使用したパッ
ケージに関しては、認証紙への切り替えなどを順次進めています。開発・製造に関わる環境が変化する
なかでも、風味をはじめとした品質の検証は欠かさず、味覚へのこだわりを大事にしながら、社会に貢
献できる製品づくりを続けています。









抽出後のコーヒー粉リサイクル

チルドカップコーヒーを製造する時に、ごみとして大量に排出される抽出
後のコーヒー粉の一部を再利用して、堆肥にする取り組みを製造委託
先と共に実施しています。抽出後のコーヒー粉を発酵させて堆肥化し、
日本最大級のお茶の生産地・静岡県にある、にしたな株式会社と提携し
て、「やぶきた茶」という品種の茶葉を育てています。コーヒー堆肥を利
用した試験栽培では、養分吸収率の高い細根が増加する研究結果が得
られています。
抽出後のコーヒー粉は、他にもたくさんの可能性を秘めています。「おい
しい」だけで終わらない、未来につながる活動として、コーヒー会社にできることを考えていきます。

地域貢献活動

ドトールコーヒーショップでは各店舗が拠点となり、地域の方のニーズ
やご要望に応えたコーヒー教室やお仕事体験等を開催しています。

1  各店舗を軸に展開するコーヒー教室
ドトールコーヒーの社員が講師となってコーヒー教室を開催し、コー
ヒーの魅力や自宅でも楽しめる抽出のポイントをお伝えしています。地域のコミュニケーションの場としての側面も備え
ています。

2  教育機関・福祉施設を対象にしたコーヒー教室・お仕事体験
中学生に向けたお仕事体験では、コーヒーの魅力や自宅でも楽しめる抽出のポイントとともに、コーヒーの生産、流通、
販売の仕組みをお伝えすることで、仕事に対する考えや自身の未来を考えるきっかけを提供しています。
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